
































入院時現症：脈拍 70/ 分 整，血圧 120/80 mmHg，
両上肢に出血班があり，腹部に拍動性腫瘤を認め
た．
血液検査所見：Hb 8 .4mg/dl，Plt  7 .3 万 /μ
l で，軽度の貧血と血小板低下を認めた．BUN/
Cr=22.6/1.71 mg/dl と腎機能障害（stage 4）を合
併していた．凝固系は PT 11.3 秒，APTT 33.4 秒
と延長はないがフィブリノーゲン値 93 mg/dl と低
下しており，FDP 21.8 μg/ml と上昇した凝固異常
を認めた．厚生省 DIC 研究班の診断基準によると
DIC score は7点であった．
腹部造影 CT 所見：腎動脈下に径 62mm の腹部大








図 1 , 3年前の腹部単純ＣＴ検査                      A|B            
A ：径 46mmの腹部大動脈瘤を認めた.                  
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た．術後 6 カ月後の血液検査でも Hb 11.9，Plt 9.1




















4 項目すべてを満たしており，瘤による DIC と考え
られた．
瘤径と DIC が関連しているとの報告 5 ）も多く，
Yamazumi らは瘤径が 70mm 以上で急速に増大し
ている症例は DIC を合併する可能性が高いと警告
している 6）．本症例でも，DIC を合併していなかっ
                                               




図 2, 術前の腹部造影ＣＴ検査                                       
A ：径 62mmの腹部大動脈瘤を認めた.                                 
B ：径 33mmの右総腸骨動脈瘤及び径 29mmの左総腸骨動脈瘤を認めた. 
C ：造影 3DCT                               
 
  
   
       
図 3, 手術所見         A | B 
A：右総腸骨動脈に多量の壁在血栓を認めた.（白矢印） 
B：フィブリノーゲン濃縮製剤使用後の術中写真であり, 出血はほとんど認めなかった. 
27DIC を合併した腹部大動脈瘤の 1 手術例
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